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【研究の目的】 

東邦大学医療センター大橋病院 循環器内科では、糖尿病や心不全のために SGLT2 阻害薬

(一般名：フォシーガ錠、ジャディアンス錠)を内服している低心機能の患者さんを対象に、心室

性不整脈抑制効果に関する臨床研究を行っております。 

血糖降下薬として開発された Sodium-Glucose co-transporter-2(SGLT2)阻害薬は、同時に利

尿効果も有することから心不全治療薬の一つとして近年注目を集めている薬剤であり、左室

駆出率（心臓のポンプ機能）が低下した心不全患者において全死亡と心血管死亡を減少さ 

せると報告されています。心不全患者さんの予後規定因子の一つとして、心室性不整脈の発

生が重要です。SGLT2 阻害薬投与による心不全発生抑制効果は示されていますが、同薬剤

による心室性不整脈の抑制効果及びその機序についての検討はまだ不十分でありその解明

が必要であると考えられます。そこで本研究では、SGLT2 阻害薬投与による心室性不整脈抑

制効果及びその機序を検討することを主目的とします。本研究から得られた結果に基づき、心

不全患者の治療の一助となり、結果として心不全患者の予後改善を得られる可能性があるた

め、意義のある研究であると考えられます。 

 

【研究対象および方法】 

この研究は、東邦大学医療センター大橋病院倫理委員会の承認を得て実施するものです。 

対象者：東邦大学医療センター大橋病院に通院中の、心室性不整脈発生ハイリスク患者であ

り(基礎心疾患を問わない)SGLT2阻害薬未導入の患者を対象とします。 

低左心機能(左室駆出率 40%以下)かつ糖尿病あるいは慢性心不全のため SGLT2阻害薬投与

適応のある患者さんが対象です。 

 

方 法：診療録（カルテ）から臨床情報を抽出します。その後対象になった患者さんを、SGLT2 阻

害薬投与前後での心臓超音波検査、Holter 心電図検査、血中ケトン体濃度測定、その他血液

検査を行います。尚、SGLT2 阻害薬の種類は問いません。最終的に前述のデータを解析し、SGLT2

阻害薬投与による心室性不整脈への影響、治療上の問題点・対策を検証していきます。 

 

【研究に用いられる試料・情報】 

診療録(カルテ)から抽出したデータ、具体的には、年齢、性別、基礎疾患、糖尿病、心不全の

罹病期間、冠動脈疾患・弁膜症の有無、心エコー所見、心電図所見等です。  

 

【研究組織】 

代表施設名：東邦大学医療センター大橋病院 研究代表医師： 榎本善成            

役職：助教 

 

【個人情報について】 



研究に利用する情報は、患者様のお名前、住所など、個人を特定できる個人情報は削除して

管理します。また、今回の研究で得られた成果を、医学的な専門学会や専門雑誌等で報告す

ることがありますが、個人を特定できるような情報を利用することはありません。 

本研究に関してご質問のある方、診療情報等を研究に利用することを承諾されない方は、下

記までご連絡下さい。その場合でも、患者様に不利益になることはありません。尚、患者様ご

自身がこの権利を行使できない場合(認知症等で訴えが困難あるいは既に死亡されいる等)、

代諾者の方（研究対象者の３親等以内の近親者あるいは法的な後見人）が診療情報等を研

究に利用することを承諾されない場合も下記までご連絡下さい。 

 

【連絡先および担当者】      東邦大学医療センター大橋病院  循環器内科 

職位・氏名 助教 榎本善成         

電話  03-3468-1251 内線  7130    

 


